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適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版または最新版をご入手いただけます。詳細は、HPの営業担
当にお問い合わせください。

サポート
次のHPSoftwareサポートオンラインWebサイトをご覧ください。http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport

このサイトでは、HPのお客様窓口のほか、HPソフトウェアが提供する製品、サービス、サポートに関する詳細情報をご覧いただけ
ます。

HPソフトウェアのオンラインサポートでは、セルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに必要な対話型
の技術サポートツールに、素早く効率的にアクセスできます。HPソフトウェアサポートのWebサイトでは、次のようなことができ
ます。

l 関心のあるナレッジドキュメントの検索
l サポートケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング
l ソフトウェアパッチのダウンロード
l サポート契約の管理
l HPサポート契約の検索
l 利用可能なサービスに関する情報の確認
l 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換
l ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部を除き、サポートのご利用には、HPPassportユーザーとしてご登録の上、ログインしていただく必要があります。また、多く
のサポートのご利用には、サポート契約が必要です。To register for an HP Passport ID, go to:

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイト)

アクセスレベルに関する詳細は、以下のWebサイトにアクセスしてください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

HP Software Solutions Nowは、HPSWのソリューションと統合に関するポータルWebサイトです。このサイトでは、お客様のビジ
ネスニーズを満たすHP製品ソリューションを検索したり、HP製品間の統合に関する詳細なリストやITILプロセスのリストを閲覧する
ことができます。このWebサイトのURLはhttp://h20230.www2.hp.com/sc/solutions/index.jspです
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第1章: はじめに
本書は、HP Service Health Reporter (SHR) で利用可能なすべてのレポートの概要を
説明します。レポートは大きく次の2つのカテゴリに分かれています。

• Business Service Management

• Infrastructure Management

次の図は、この2つのカテゴリでサポートされているレポートフォルダーを一覧で
示しています。
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第2章: Business Service Management
Business Service Managementカテゴリには、リアルタイムおよびシミュレーション
の両方のエンドユーザー監視に関するレポートが格納されます。関連のKPIおよび
HIのステータスに基づきサービスの状況を示すレポートも含まれます。

Real User Monitor (RUM)
RUMレポートは、プロファイルデータベースから収集した履歴データを使用し、
クライアントマシンとサーバー間のエンドユーザーおよびシステムの両方が始動
したネットワークトラフィックデータを提供します。このレポートはまた、エン
ドユーザーグループおよびサーバーセッションに関するデータ、エンドユーザー
グループがアクセスするビジネスアプリケーションのパフォーマンス、およびあ
る一定期間中に発生したエラーも表示します。

レポートグ
ループ

レポート名 説明

Executive
Summary

RUMアプリ
ケーションイ
ンフラストラ
クチャ予測

選択したビジネスアプリケーションの応答時
間、サーバー時間、ネットワーク時間、セッ
ション数などのアプリケーションサマリー情
報と、ビジネスアプリケーションをホスティ
ングするノードのインフラストラクチャの30
日間にわたる使用率を表示します。また、こ
のレポートは次の30日、60日、および90日の
期間について、ビジネスアプリケーションに
よるCPU、メモリ、およびファイルシステム
の使用率予測も表示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

RUMアプリ
ケーションイ
ンフラストラ
クチャサマ
リー

ビジネスアプリケーションが実行されるノー
ドのリソース (CPU、メモリ) 使用率と、選択
したビジネスアプリケーションの可用性と応
答時間に関する統計情報とグラフ情報を表示
します。これは、ビジネスアプリケーション
をホスティングするRUMの監視対象システム
のSystem Performanceデータを表示するドメ
イン間レポートです。

RUMアプリ
ケーション
セッションサ
マリー

RUMから収集した履歴データに基づいて、最
多および最少のセッションイベントを生じた
上位5つと下位5つのビジネスアプリケーショ
ンのリストを表示します。

RUMアプリ
ケーション上
位N個のイン
フラストラク
チャ使用率

RUMから収集した履歴リアルデータに基づい
て、それぞれ最短および最長の応答時間を生
じた上位N個と下位N個のビジネスアプリケー
ションのリストを表示します。表示されるア
プリケーションの数量は、レポートへの入力
として提供されます。これは、ビジネスアプ
リケーションをホスティングするノードの
System Performanceデータを表示するドメイ
ン間レポートです。

レポートのハンドブック
第2章: Business Service Management

HP Service Health Reporter (9.40) ページ 7 / 41



レポートグ
ループ

レポート名 説明

RUMサービス
インフラスト
ラクチャサマ
リー

ビジネスアプリケーションが実行されるノー
ドのリソース (CPU、メモリ) 使用率と、選択
したビジネスアプリケーションの可用性と応
答時間に関する統計情報とグラフ情報を表示
します。選択したビジネスサービスに関連付
けられたKPIのステータスも表示されます。こ
れは、選択したビジネスサービスのビジネス
サービス状況を、ビジネスアプリケーション
をホスティングするRUMの監視対象システム
のSystem Performanceデータとともに表示す
るドメイン間レポートです。

RUM上位N個
のノード

特定の期間中にノードが処理したバイト数に
基づいて、上位N個のノードのリストを表示
します。ノード上のアプリケーションに関す
る合計要求数、接続数、平均遅延に関する情
報も表示します。表示されるノードの数量
は、レポートへの入力として提供されます。

RUMネット
ワーク使用率

指定期間中の、ビジネスアプリケーションの
ネットワーク使用率、ノード上の要求数と遅
延、ノード上のアプリケーションのトラ
フィックスループット、すべての要求に対す
るノードの応答時間、リセットされた接続の
数およびタイムアウトになった接続の数をグ
ラフで表示します。

RUMアプリ
ケーションの
可用性

選択した期間にわたり1時間単位で、RUMアプ
リケーションの可用性の詳細を事前定義済み
のしきい値に基づいたヒートマップとして表
示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

Performance
Analysis

RUMアプリ
ケーションパ
フォーマンス
詳細

選択したビジネスアプリケーションについ
て、指定期間中の応答時間、セッション数、
ノードのリソース使用率などのパフォーマン
スをグラフで表示します。これは、アプリ
ケーションをホスティングするノードの
System Performanceデータを表示するドメイ
ン間レポートです。

RUMエンド
ユーザーグ
ループと場所
のエクスペリ
エンス

BPMおよびRUMから収集した履歴合成および
リアルデータにそれぞれ基づいて、上位5つ
と下位5つのエンドユーザーグループおよび
場所のリストを表示します。

RUM上位5個
のアクション

可用性で上位および下位のアクション各5
個、成功数で上位および下位のソフトウェア
要素各5個、CPU使用率で上位および下位の
ノード各5個を表示します。これは、ビジネ
スアプリケーションをホスティングするノー
ドのSystem Performanceメトリックデータを
表示するドメイン間レポートです。

RUM上位10個
のリンク切れ

リンク切れイベントを最も多く生成した上位
10個のビジネスアプリケーションを表示しま
す。

Synthetic Transaction Monitoring
Synthetic Transaction Monitoring (BPM) レポートは、BPMトランザクションのパ
フォーマンス、可用性、ステータスに関する要約情報および詳細情報の両方を表
示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

Executive
Summary

BPMアプリ
ケーションサ
マリー

選択したビジネスアプリケーションについて、
指定期間中のパフォーマンスと可用性の全体的
な概要を表示し、加えて該当アプリケーション
のトランザクションのパフォーマンスを表示し
ます。

BPMエラーサ
マリー

選択したビジネスアプリケーションについて、
指定期間中に発生した全エラーの統合ビューを
示します。このレポートは、ビジネスアプリ
ケーション、ビジネストランザクションフ
ロー、ビジネストランザクション、場所、およ
びエンドユーザーグループについて、それぞれ
のエラー件数詳細も表示します。

BPMエグゼク
ティブサマ
リー

すべてのビジネスアプリケーション、ビジネス
トランザクションフロー、場所、およびエンド
ユーザーグループについて、指定期間中の応答
時間 (ミリ秒単位) および可用性 (パーセント) を
表示します。

BPM上位5個
のインスタン
ス

指定期間中の可用性 (パーセント) または応答時
間に基づいて、上位および下位の各5個のビジ
ネスアプリケーション、ビジネスアプリケー
ションフロー、場所、およびエンドユーザーグ
ループを表示します。

BPMアプリ
ケーションの
可用性

選択した期間にわたり1時間単位で、BPMアプ
リケーションの可用性の詳細を事前定義済みの
しきい値に基づいたヒートマップとして表示し
ます。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

Performance BPMネット
ワーク分析

Webトレースによって収集されたデータに基づ
き、選択したビジネスアプリケーションのトラ
ンザクションについて、指定期間中のネット
ワーク分析を表示します。

BPMパフォー
マンスサマ
リー

選択したビジネスアプリケーション、ビジネス
トランザクションフロー、エンドユーザーグ
ループ、および場所について、指定期間中の平
均応答時間および失敗数 (パーセント) を表示し
ます。

BPMトランザ
クション分析

選択した期間中に実行された (特定のビジネス
アプリケーションの) ビジネストランザクショ
ンのパフォーマンスと可用性に関する統合情報
および詳細情報を表示します。

Service Health
Service Healthレポートは、ビジネスサービスの総体的な状況の概要と、各構成ア
イテム (CI) の主要パフォーマンス指標 (KPI) の要約を示します。

レポートグ
ループ

レポート名 説明

該当なし KPIの概要 選択したCIタイプに属するCIの指定期間のKPIス
テータスを表示します。加えて、CIのKPIステー
タスを前回のデータ収集日として表示します。

状況インジ
ケーターの概
要

前月の、選択したCIタイプの状況インジケー
ター (HI) のステータスを表示します。加えて、
前日のHIのステータスも表示します。

レポートのハンドブック
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

KPIによって
上位N CI

指定したKPIとビジネスビューで危険域ステー
タスの期間 (パーセント) が最も高い上位N (5、
10、15) 個のCIを表示します。

KPI別の上位N
個のドメイン

ドメインに属する最上位CIの可用性KPIおよびパ
フォーマンスKPI別で、危険域ステータスの期
間 (パーセント) が最も高い上位N (3、5、10) 個
のCIを表示します。ドメインは、すぐに使用可
能なビューのグループとして定義されます。た
とえば、「System Management」ドメインは、
SiteScopeおよびOperations Agentの監視対象
ノードを取得するために使用されるビューを表
します。ドメインについての可用性KPIおよび
パフォーマンスKPIの危険域ステータスの期間
は、そのドメインに属するビューの上位CIに基
づき計算されます。

Service health
trend

経時の状況イ
ンジケーター
ステータス

CIの選択したリストについて、一定期間のHIの
ステータスを表示します。

経時のKPIス
テータス

CIの選択したリストについて、一定期間のKPIの
ステータスを表示します。
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第3章: Infrastructure Management
Infrastructure Managementカテゴリには、ビジネスサービスの基礎となるITインフ
ラストラクチャに関する情報が収められます。

Enterprise Application Management
Enterprise Application Managementフォルダーには、Oracle WebLogic、IBM
WebSphere、Microsoft Active Directory、Microsoft Exchange Server、Microsoft SQL
Server、Oracle Database といったエンタープライズアプリケーションに関連する
レポートが収められます。

IBM Websphere
IBM WebSphereレポートは、ビジネスサービスの基礎となるIBM WebSphereサー
バーに関する可用性、使用率、およびパフォーマンスの情報を表示します。

レポートグ
ループ

レポート名 説明

Executive
Summary

WebSphereの
上位Nサマ
リー

選択したビジネスサービスについて、選択した
期間における、Java仮想マシン (JVM) のメモリ
使用率、スレッドプールの使用率、EJB使用
率、およびJDBC使用率に基づいた上位N (5、10)
個の JEEサーバーインスタンスを表示します。

WebSphere
サーブレット
パフォーマン
スの概要

選択した期間において、指定したシステムおよ
びJEEサーバーにホスティングされるすべての
サーブレットの秒あたりの要求数とミリ秒単位
の実行時間を表示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

WebSphereス
レッドプール
パフォーマン
スの概要

選択したシステムおよびJEEインスタンスにつ
いて、すべてのスレッドプール内の同時にアク
ティブであったスレッド数とスレッド合計数を
表示します。

WebSphereエ
グゼクティブ
サマリー

WebSphereサーバーとその実行場所であるノー
ドに関するシステム情報を示すドメイン間レ
ポート。そこには、ノードのインベントリ情
報、容量使用率、およびノードのサービスのグ
レード (GoS) サマリーが示されます。また、
WebSphereノードからの着信メッセージの重要
度も表示されます。加えて、次の30日間のノー
ドの予測情報も表示されます。

WebSphere
サーバーの可
用性

特定の期間における、選択したノード上で実行
されるWebSphereサーバーの平均の可用性に関
する情報を表示します。選択した期間にわたり
1時間単位で、WebSphereサーバーの可用性の詳
細を事前定義済みのしきい値に基づいたヒート
マップも表示します。

Performance WebSphere
サーブレット
パフォーマン
ス詳細

選択した期間において、指定したシステムおよ
びJEEサーバーにホスティングされるサーブ
レットに対する秒あたりの要求数およびそれら
の要求に応答するために要した時間を表示しま
す。

WebSphere
サーバーの可
用性詳細

選択したノード上にあるサーバーに関して、選
択したサーバーが稼働中であった時間の長さ
と、停止していた時間の長さ、および不明の時
間を表示します。選択した期間にわたり1時間
単位で、WebSphereサーバーの可用性の詳細を
事前定義済みのしきい値に基づいたヒートマッ
プとして表示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

WebSphereト
ランザクショ
ンパフォーマ
ンス詳細

選択した期間におけるコミット率、ロールバッ
ク率、タイムアウト率に基づいた、選択したシ
ステムおよびJEEサーバーインスタンスのトラ
ンザクションのパフォーマンスを表示します。

WebSphere
JVM使用率詳
細

選択した期間における、選択したシステムおよ
びJEEサーバーのJVMによって使用される空き
ヒープ領域およびメモリを表示します。

WebSphere
プールのス
ループットお
よび待機時間
詳細

選択した期間における、秒あたりの正常に割り
振られた接続の数と、選択したJDBC接続プール
からの接続をクライアントが待機しなければな
らなかった時間の長さを表示します。

WebSphere
JDBC使用率詳
細

選択した期間における、選択したシステムおよ
びJEEサーバーインスタンスに使用されている
接続プールからの接続の割合を表示します。

WebSphere
EJBパフォー
マンス詳細

選択した期間における、分あたりの実行された
EJBメソッド呼び出しの数、その呼び出しに対
してEJBプールが応答するのに要した時間 (ミリ
秒単位)、プールからEJBを取り出すための呼び
出しが失敗した回数のパーセンテージ、および
EJBプールの平均サイズを表示します。

Microsoft Active Directory
Microsoft Active Directoryレポートは、すべてのドメインコントローラー (DC)、グ
ローバルカタログ (GC) の複製時間および複製ステータス、各ロールマスターの
FSMO (Flexible Single Master Operation) のロール移譲ステータス、およびすべての
DCでのCPU、メモリ、ディレクトリ情報ツリー (DIT) ディスク、およびログファイ
ルディスクの使用率詳細を通して、データの一貫性に関する情報を示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

Executive
Summary

AD可用性 指定したビジネスサービスおよびビジネス
ビューまたはノードグループについて、選択し
たDCのドメインの可用性詳細を表示します。

FSMOロール
ホルダー

指定したビジネスサービスおよびビジネス
ビューまたはノードグループについて、ある特
定の期間中のさまざまなDC間でのFSMOロール
移動の成功または失敗に関する情報を表示しま
す。

Performance DC - GC複製遅
延

DCサーバーとGCサーバーの間の複製における遅
延時間の要約を表示します。

DC容量 選択した期間における、Active Directoryサービ
ス上で稼働している選択したDCのCPU、メモ
リ、およびログファイルメモリの容量を表示し
ます。

DC稼働状態 選択した期間におけるLSASSプロセスのレプリ
ケーション遅延、CPUおよびメモリ使用率の傾
向分析に基づきDCの状況を探索できます。

DC可用性の詳
細

指定したビジネスサービスおよびビジネス
ビューまたはノードグループについて、選択し
たDCのドメインの、アップタイム、ダウンタイ
ム、不明時間、計画ダウンタイムや免除ダウン
タイムなどの可用性詳細を表示します。

Adhoc ADアドホック
比較

選択した期間における、ディスクキュー長、
DITディスク領域、ログファイルキュー長、ロ
グファイルディスク領域、レプリケーション遅
延に基づき選択したDCを比較できます。
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Microsoft Exchange
Microsoft Exchangeレポートは、エッジトランスポートサーバー、ハブトランス
ポートサーバー、メールボックス、パブリックフォルダー、エッジトランスポー
トサーバーとハブトランスポートサーバーが稼働するActive Directoryサイト、お
よびExchangeサイトサーバーに関して、パフォーマンスの詳細を示します。

レポートグ
ループ

レポート名 説明

Executive
Summary

Exchangeサイ
トエグゼク
ティブサマ
リー

選択したサイトについて、ユーザー数および
メッセージ数、クライアントアクセス詳細、配
信通知、およびSMTP使用に関する詳細を表示し
ます。

Exchangeソー
スメールと
ターゲット
メールの比較

選択したExchange Serverのリストについて、選
択した期間における、内部での送受信メッセー
ジ数と外部での送受信バイト数の比較を表示し
ます。

Exchange上位
N個のメール
送信者と受信
者

選択した期間における、指定したサーバー上で
の上位N (5、10) 人のメッセージ送信者と受信
者のリストを表示します。

Exchange上位
N個のメール
ボックス

選択した期間における、指定したサーバーまた
はサイトに属する、サイズでソートした上位N
(5、10) 個のメールボックスのリストを表示し
ます。

Exchange上位
N個のパブ
リックフォル
ダー

選択した期間における、指定したサーバーまた
はサイトに属する、サイズでソートした上位N
(5、10) 個のパブリックフォルダーのリストを
表示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

Exchangeメー
ルサーバーサ
マリー

選択した期間における、指定したサーバーまた
はサイトに属するすべてのメールボックスおよ
びパブリックフォルダーについて、データベー
スサマリー、ユーザーのサマリー、メッセージ
カウントサマリーを表示します。

Exchange
Serverの可用
性

選択した期間にわたり1時間単位で、Exchange
メールサーバーの可用性の詳細を事前定義済み
のしきい値に基づいたヒートマップとして表示
します。

Performance Exchangeメー
ルボックス詳
細

選択した期間における、選択したメールボック
スのメールボックスサイズの詳細と、送信およ
び配信されたメッセージの詳細を表示します。

Exchangeメー
ルボックス使
用率

選択した期間における選択したメールサーバー
のメールボックスおよびパブリックフォルダー
の領域使用率の詳細を表示します。

Exchangeパブ
リックフォル
ダー詳細

選択した期間における、選択したパブリック
フォルダーのパブリックフォルダーサイズと、
送信および配信されたメッセージの詳細を表示
します。

Exchangeハブ
トランスポー
トのSMTPおよ
びDSN詳細

選択したExchange Serverについて、特定の期間
における、SMTPサーバーの接続詳細と、サー
バーから送信者に送信されて失敗および遅延し
た配信ステータス通知 (DSN) の数を表示しま
す。

Exchangeエッ
ジトランス
ポートのSMTP
詳細

特定の期間における、SMTPバイト数および送受
信されたメッセージの数、および選択した
Exchange Serverに対する着信/発信のSMTP接続
の総数を表示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

Exchangeエッ
ジトランス
ポートの
キュー詳細

長期間にわたる選択したExchangeエッジトラン
スポートサーバーの各キュー内のメッセージ数
を表示します。

Microsoft SQL Server
Microsoft SQL Serverレポートは、SQL Serverデータベースおよびこれらのデータ
ベースサーバー上で動作するインスタンスのパフォーマンス、状況、およびリ
ソース要件に関する情報を表示します。

レポートグ
ループ

レポート名 説明

Executive
Summary

MSSQLパ
フォーマンス
サマリー

選択したビジネスサービスについて、特定の期
間における、SQL Serverインスタンスおよびそ
れらのインスタンスをホスティングするノード
の主要パフォーマンスメトリックに関する情報
を表示します。

MSSQL表領域
の使用量の上
位N

選択したノード、SQL Serverインスタンス、お
よびSQL Serverデータベース内の利用可能領域
が最小である上位N (5、10) 個のテーブルに関
する比較情報を表示します。

MSSQLデータ
ベースおよび
上位N個の仮
想デバイス領
域の使用率

選択したノードの利用可能な空き領域に基づい
て、上位N (5、10) 個のSQL Serverデータベース
および仮想デバイスをリスト表示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

MSSQLインス
タンスの可用
性

特定の期間における、選択したノード上で実行
されるデータベースインスタンスの可用性に関
する情報を表示します。選択した期間にわたり
1時間単位で、Microsoft SQLインスタンスの可
用性の詳細を事前定義済みのしきい値に基づい
たヒートマップとして表示します。

Performance MSSQLデータ
ベースの入出
力統計

選択したノードおよびSQL Serverインスタンス
について、特定の期間におけるデータベースイ
ンスタンスの未解決の読み取りおよび書き込み
速度に関する情報を表示します。

MSSQLサー
バートランザ
クションサマ
リー

選択したノードおよびSQL Serverインスタンス
について、特定の期間におけるトランザクショ
ンの詳細のサマリーを表示します。

MSSQLデータ
ベース領域の
使用率詳細

選択したノードおよびSQL Serverインスタンス
について、特定の期間におけるSQL Serverデー
タベースの領域使用率を表示します。

MSSQLデータ
ベース領域の
使用率詳細

特定の期間における、選択したノード、SQL
Serverインスタンス、およびデータベース上の
表領域によって使用される領域の集約量を表示
します。

MSSQL仮想デ
バイス領域の
使用

特定の期間における、選択したノードおよび
SQL Serverインスタンス上で稼働する仮想デバ
イスによって使用される領域に関する情報を表
示します。

MSSQLユー
ザー接続サマ
リー

選択したノードおよびSQL Serverインスタンス
について、特定の期間におけるデータベースイ
ンスタンスへのユーザー接続に関する情報を表
示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

MSSQLデータ
ベースロック
サマリー

選択したノードおよびSQL Serverインスタンス
について、特定の期間におけるSQL Serverデー
タベースによるデータベースロック使用のサマ
リーを表示します。

MSSQLデータ
ベースパ
フォーマンス
サマリー

特定の期間における、選択したノードおよび
SQL Serverインスタンスの主要データベースパ
フォーマンスメトリックに関する情報を表示し
ます。

MSSQLインス
タンスの可用
性詳細

特定の期間における、選択したノード上で実行
されるデータベースインスタンスの可用性に関
する情報を表示します。選択した期間にわたり
1時間単位で、Microsoft SQLインスタンスの可
用性の詳細を事前定義済みのしきい値に基づい
たヒートマップとして表示します。

Oracle
Oracleレポートは、ご使用のIT環境で利用可能なOracleデータベースサーバーおよ
びこのデータベースサーバー上で実行されるインスタンスに関するパフォーマン
ス、状況、およびリソースの要件情報を表示します。

レポートグ
ループ

レポート名 説明

Executive
Summary

データベース
Oracleエグゼ
クティブサマ
リー

指定のビジネスサービスのOracleインスタンス
の可用性およびメモリ負荷を表示します。ま
た、そのOracleインスタンスをホストするノー
ドの平均メモリおよびCPU使用率のグラフも表
示されます。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

データベース
Oracle上位10
個のインスタ
ンスと表領域

利用可能な空き領域および表領域の入力または
出力に基づいて、上位10個のOracle表領域を表
示します。上位および下位10個のOracleインス
タンスも、稼動時間と利用可能な空き領域に基
づいて表示します。

Database
Oracle Top 5
Instances Load
and Efficiency

選択したビジネスサービスについて、最も使用
量の高い5つのOracleインスタンスと、パフォー
マンス上の問題が大きい5つのOracleインスタン
スを表示します。

データベース
Oracleインス
タンスの可用
性

特定の期間における、選択したノード上で実行
されるデータベースインスタンスの可用性に関
する情報を表示します。選択した期間にわたり
1時間単位で、Oracleインスタンスの可用性の詳
細を事前定義済みのしきい値に基づいたヒート
マップとして表示します。

Performance Database
Oracle
Instance
Availability
Detail

選択したノード上で実行されている指定された
インスタンスの指定の期間に対する可用性を表
示します。選択した期間にわたり1時間単位
で、Oracleインスタンスの可用性の詳細を事前
定義済みのしきい値に基づいたヒートマップと
して表示します。

データベース
Oracleインス
タンス領域の
使用率詳細

選択したOracleノード上で実行されるすべての
Oracleインスタンスによって使用される領域の
合計量を表示します。

データベース
Oracle表領域
の使用率詳細

特定のOracleノードのインスタンス上で実行さ
れる選択した表領域の集約領域量を表示しま
す。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

データベース
Oracle表領域
詳細

指定のノード上で実行される選択したインスタ
ンスの平均のテーブルスペース使用率を表示し
ます。

データベース
Oracleのディ
スクおよびメ
モリソート詳
細

選択したOracleノード上で稼働する選択したイ
ンスタンスのディスクソート率およびメモリ
ソート率を表示します。

データベース
Oracleの共有
プールと
キャッシュパ
フォーマンス
詳細

特定のOracleノード上で実行される選択したイ
ンスタンス用のOracle共有プールおよびキャッ
シュの状況およびパフォーマンスを表示しま
す。

データベース
Oracleセグメ
ント詳細

特定のOracleノード上で実行される選択したイ
ンスタンスで利用可能なエクステントおよびセ
グメントのパフォーマンスを表示します。

データベース
Oracleアーカ
イブデバイス
詳細

選択したノードおよびインスタンス上で稼働す
る選択したインスタンスのアーカイブデバイス
使用量を表示します。

データベース
OracleのSQL
パフォーマン
ス詳細

選択したOracleノード上で実行される特定のイ
ンスタンスのSQLパフォーマンスを表示しま
す。このレポートを使用して、各インスタンス
のSQLパフォーマンスを分析し、異なるトラン
ザクション負荷ごとにSQL効率を保存すること
ができます。

レポートのハンドブック
第3章: Infrastructure Management

HP Service Health Reporter (9.40) ページ 23 / 41



Oracle WebLogic
Oracle WebLogicレポートは、ビジネスサービスの基礎となるOracle WebLogicサー
バーのプロセス、状況、および可用性に関する情報を示します。

レポートグ
ループ

レポート名 説明

Executive
Summary

WebLogicサー
ブレットパ
フォーマンス
サマリー

選択した期間において、指定したシステムお
よびJEEサーバーにホスティングされるすべて
のサーブレットの秒あたりの要求数とミリ秒
単位の実行時間を表示します。

WebLogicの上
位Nサマリー

JVMメモリ使用率、実行キュー待機数、JDBC遅
延時間、およびEJB待機率に基づいた上位N
(5、10) 個のシステムのリストを表示します。

WebLogic
JDBC接続プー
ルサマリー

平均遅延時間、リーク率、平均使用パーセン
テージ、および平均スループット率に基づい
て、上位および下位の5つのJDBC接続プールを
表示します。

WebLogicエグ
ゼクティブサ
マリー

WebLogicサーバーとその実行場所であるノー
ドに関するシステム情報を示すドメイン間レ
ポート。そこには、ノードのインベントリ情
報、容量使用率、およびノードのGoSサマリー
が示されます。また、WebLogicノードからの
着信メッセージの重要度も示されます。加え
て、次の30日間のCPU、メモリ、ファイルシ
ステム領域の不足が発生する可能性のある
WebLogicノードの数量も表示されます。

WebLogicサー
バーの可用性

選択した期間にわたり1時間単位で、WebLogic
サーバーの可用性の詳細を事前定義済みのし
きい値に基づいたヒートマップとして表示し
ます。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

Performance WebLogic JMS
パフォーマン
ス詳細

選択したJMSサーバーを介して渡された秒単位
のメッセージ数およびバイト数と、これらの
メッセージおよびバイトによって占有された
そのJMSサーバーのパーセンテージを表示しま
す。

WebLogic EJB
キャッシュ
ヒット

キャッシュ内の使用済みEJBのパーセンテージ
を表示します。このレポートは、選択した期
間における選択したWebLogicインスタンスの
キャッシュヒットのパーセンテージの平均値
と最大値を表示します。

WebLogic JVM
使用率

選択した期間における、選択したノードおよ
びJEEサーバーのJVMによって使用される空き
ヒープ領域およびメモリを表示します。

WebLogicサー
バーの可用性
詳細

選択したノード上にあるサーバーに関して、
選択したサーバーが稼働中であった時間の長
さと、停止していた時間の長さ、および不明
の時間を表示します。選択した期間にわたり1
時間単位で、WebLogicサーバーの可用性の詳
細を事前定義済みのしきい値に基づいたヒー
トマップとして表示します。

WebLogicトラ
ンザクション
パフォーマン
ス詳細

選択したノードについて、秒あたりの処理さ
れたトランザクションの数と、各トランザク
ションに要した平均コミット時間を表示しま
す。
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Mashup reports
Mashup Reportフォルダーには、システム管理CPUヒートチャート、メモリヒート
チャート、VMwareクラスターインベントリに関連するレポートが含まれます。

レポートグ
ループ

レポート名 Description

該当なし SM CPUヒート
チャート

選択したビジネスサービス、ビジネスビューま
たはノードグループに基づいた、上限および下
限のしきい値を超えたシステム管理の平均CPU
使用率を表示します。

SMメモリヒー
トチャート

選択したビジネスサービス、ビジネスビューま
たはノードグループに基づいた、上限および下
限のしきい値を超えたシステム管理の平均メモ
リ使用率を表示します。

SM仮想化の
VMwareクラ
スターインベ
ントリ

VMwareクラスターのCPU容量、メモリ容量、
ESXノード数、論理システム数といったクラス
ターインベントリの詳細を表示します。

Network
Networkレポートは、ビジネスサービスの観点からシステムとネットワークデバイ
スのパフォーマンス傾向の概要を表示する、監視対象ネットワークデバイスの状
況分析に役立つレポートです。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

Executive
Summary

ネットワーク
およびシステ
ムノードイン
ベントリ

すべてのネットワークおよびシステムノードの
インベントリを、場所と指定期間中のパフォー
マンスに基づいて表示します。このレポート
は、NNMi SPI for PerformanceおよびNetwork
Performance Server (NPS) から収集されるネット
ワークデータと、System Managementレポート
から取得されるノードのリソース使用率情報を
表示するドメイン間レポートです。

ネットワーク
デバイスパ
フォーマンス
サマリー

システムおよびネットワークデバイスについ
て、指定期間中のパフォーマンス傾向の要約
ビューを示します。このレポートを使用して、
選択した測定値でパフォーマンスのベースライ
ン値を上回るノードを分析できます。

ネットワーク
予測サマリー

ネットワークノードの現在のCPUおよびメモリ
使用率 (平均および最大) と、次の30日、60
日、および90日の期間の予測使用率を表示しま
す。また、ネットワークインタフェースについ
て、現在のI/O使用率、エラー率、および破棄率
と、次の30日、60日、および90日の期間の予
測を表示します。

ネットワーク
ノードベース
ラインのク
イックビュー

IT環境内に存在するネットワークノードの複数
のグループに関し、CPU、メモリ、バックプ
レーン、バッファーなど、ネットワーク固有の
各種測定値について指定期間中のベースライン
傾向 (上限および下限を含む) を表示します。

ネットワーク
ノードベース
ラインの例外
のサマリー

ネットワークノードのグループにおけるネット
ワーク固有の各種測定値について、指定期間中
のベースライン例外数および例外率の傾向を表
示します。このレポートは、ノードレベルの例
外の詳細も表示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

グループ別の
ネットワーク
ノード稼働状
態

選択したビジネスサービス、ビジネスビューま
たはノードグループをサポートするすべての
ネットワークノードのグループについて、リ
ソース使用率、例外率、エラーおよび破棄率、
可用性に基づき、ネットワークデバイスの分布
をグラフで表示します。このレポートは、選択
したグループ内の各ネットワークノードについ
てリソース使用率の詳細も表示します

パフォーマン
ス別の上位10
個のネット
ワークノード
とシステム

指定期間中のパフォーマンスで上位のネット
ワークおよびシステムノード10個を表示しま
す。このレポートは、Network Performance
Server (NPS)から収集されるネットワークデー
タと、System Managementレポートから取得さ
れるノードのリソース利用率情報を表示するド
メイン間レポートです。

上位N個の
ネットワーク
ノードとイン
タフェース

特定のネットワークベースライン測定値で指定
期間中の上位5個および上位10個のネットワー
クノードおよびインタフェースを表示します。

ネットワーク
ノード可用性

選択した期間にわたり1時間単位で、監視対象
ネットワークノードの可用性の詳細を事前定義
済みのしきい値に基づいたヒートマップとして
表示します。

Operations (HPOM)
HPOMレポートは、特定の HPOM管理サーバーの管理コンソールに送信されたメッ
セージに関する詳細情報を示します。これは、重要度と解決時間に基づいてメッ
セージの傾向を分析するのに役立ちます。これにより、ビジネスサービスのパ
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フォーマンスが影響を受ける前に、根底にあるボトルネックに対する事前対策を
講じて解決することができます。

レポートグ
ループ

レポート名 説明

該当なし HPOMメッ
セージの詳細

アクティブなメッセージや承認済みメッセージ
の数、メッセージの経過時間および解決時間な
ど、設定済みの各HP Operations Manager (HPOM)
管理サーバーのコンソールへ送信されるメッ
セージに関する指定期間中の詳細を表示しま
す。

HPOMメッ
セージのトレ
ンドおよび応
答性

各HPOM管理サーバーのコンソールに送信され
るメッセージについて、指定期間中の合計数
と、その受信確認に要した時間を表示します。

HPOMオペ
レーターの詳
細

設定済みの全HPOM管理サーバーのコンソール
に対して送信されたメッセージについて、指定
期間中のメッセージ数やメッセージの解決時間
など、オペレーター関連の詳細を表示します。

HPOMサービ
スログ

選択したサービスが異なる状態 (または重要度)
にあった時間の長さを表示します。

HPOMの上位
10個のアク
ティブメッ
セージレポー
ト

設定済みの全管理サーバーの中で、指定期間中
のアクティブなメッセージ数が最多であったア
プリケーション、サービス、ノードおよびノー
ドグループを一覧で表示します。アクティブな
メッセージの数が多い場合、アプリケーショ
ン、サービス、ノード、またはノードグループ
に問題が起きていて、注意が必要であることを
意味します。
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Service and Operations Bridge (OMi)
OMiレポートは、HP Operations Manager (HPOM) によって生成されたイベントに関
する情報を示します。

レポートグ
ループ

レポート名 説明

該当なし OMiイベント
サマリー

すべてのCIの総括的なイベントサマリーおよび
イベント持続期間サマリーを表示します。この
レポートは、指定された日付の最後の30日間に
収集されたデータを表示します。

OMiイベント
分布エグゼク
ティブサマ
リー

指定した期間における、アプリケーション、イ
ベントタイプインジケーター (ETI)、およびCIタ
イプ別のイベント分散のサマリーを表示しま
す。

OMiイベント
予測サマリー

過去のデータに基づいて、システム、ネット
ワーク、Microsoft SQLなどの異なるドメインか
ら受信イベントを予測できます。このレポート
は、ドメインあたりの受信イベント数およびイ
ベントの平均解決時間が、増加または減少のど
ちらの傾向にあるかを評価するのに役立ちま
す。

イベント別の
上位N個のCI

選択したビジネスビューのコンテキストで入力
イベントおよび危険域イベントに基づいた上位
N (5、10、15) 個のCIを表示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

イベント別の
上位N個のド
メイン

入力イベントおよび危険域イベントに基づいた
上位N (5、10、15) 個のドメインを表示しま
す。ドメインは、すぐに使用可能なビューのグ
ループとして定義されます。たとえば、
「System Management」ドメインは、SiteScope
およびOperations Agentの監視対象ノードを取得
するために使用されるビューを表します。入力
イベントおよび危険域イベントは、そのドメイ
ンに属するビューの上位CIに基づき計算されま
す。

ユーザーグ
ループ別OMi
イベントバッ
クログのオー
バーロード相
関関係

バックログの高オーバーロードに基づいた上位
N (5、10) 個のグループを表示します。バック
ログのオーバーロードは、グループのイベント
に対して、「所有するまでの時間」が平均の
「所有するまでの時間」の2倍のイベントの割
合として定義されます。

Detail Events ユーザーグ
ループ別の
OMiイベント
割り当て

指定した期間において各ユーザーグループに割
り当てられたイベントのサマリーを表示しま
す。

ユーザー別の
OMiイベント
割り当て

指定した期間において各ユーザーに割り当てら
れたイベントのサマリーを表示します。

CI別のOMiイ
ベントサマ
リー

選択したCIに関して、発生したイベントに基づ
いた総体的なイベント数、イベントのカテゴリ
化、イベント重要度カテゴリ化、およびイベン
トの継続期間を表示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

ETI別の OMiイ
ベントサマ
リー

ETIに基づいて、総体的なイベント数、イベント
のカテゴリ化、イベント重要度カテゴリ化、お
よびイベントの継続期間を表示します。

このレポートでデータを表示するには、
ServiceHealthのETLコンテンツパックをインス
トールする必要があります。SHRは、ETIが状況
インジケーターであるか、およびレポートが生
成される前にK_HIディメンションテーブルに取
り込まれているかを検証します。

Event Trend 経時のOMiイ
ベント分布

CIのイベントに関して、イベント数詳細および
分散詳細を表示します。また、イベントの承
認、解決、およびクローズに要した時間に基づ
いたイベントグラフも示します。

System Management
System Managementレポートは、IT環境内のリソースの問題が深刻化する前に、問
題を予見するために役立ちます。このレポートは、主要システムリソースのパ
フォーマンスと可用性に関する履歴情報を表示します。過去の問題を解決するた
めに実行されたアクションを分析する場合に役に立ちます。さらに詳細なエグゼ
クティブレポートから詳細レポートにナビゲートして問題の根本原因を分析でき
ます。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

Executive
Summary

SMエグゼク
ティブサマ
リー

指定のビジネスサービスおよびビジネスビュー
またはノードグループのシステムについて、イ
ンベントリ、システムリソースの現在および予
測の容量および使用率のデータのサマリーをシ
ステムの可用性、GoSおよび例外とともに表示
します。

SMヒート
チャート

指定のビジネスサービスおよびビジネスビュー
またはノードグループについて、CPU使用率、
メモリ使用率、物理ディスク入出力率、および
ネットワーク入出力率に対して定義したしきい
値を超えたシステムを特定できます。

SMシステムの
可用性サマ
リー

ノードについて、指定期間中の可用性の詳細を
表示します。平均稼働時間と平均ダウンタイム
(パーセンテージ)、および合計稼働時間と合計
ダウンタイム (時間単位) がテーブルに一覧表示
されます。このレポートは、可用性のしきい値
を超えるノードを特定するのに役立つ可用性
ヒートチャートも全ノードについて表示しま
す。

グループ別の
SMシステム例
外レポート

指定の期間における、定義済みの各ノードグ
ループの例外の数量を表示できます。

SMシステムの
予測サマリー

IT環境内で監視対象となっている全物理システ
ムと全仮想ホストについて、現在のCPUおよび
メモリ使用率 (平均および90パーセンタイル) の
サマリーを示します。また、次の30日、60日、
および90日の期間について、物理システムと仮
想ホストのCPUおよびメモリ使用率の予測を表
示します。レポートは予測情報をグラフ形式と
表形式の両方で表示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

SMシステムの
グループ別
サービスグ
レード

ノードグループのサービスのグレード (GoS) を
該当グループのリソース使用率に基づいて表示
します。異なるグループ間でGoSを比較した
り、ドリルダウンしてグループの各ノードの
GoSを表示できます。

SMシステムイ
ンベントリ

ビジネスサービスおよびビジネスビューまたは
ノードグループ内のシステムの主要リソースの
全体的な情報と値を表示します。

SMシステムリ
ソースの停止
予測サマリー

指定のビジネスサービスおよびビジネスビュー
またはノードグループについて、今後30、60お
よび90日以内に、CPUおよびメモリの使用率の
100%しきい値を越えると予測されているシス
テムを表示します。

SM上位5個と
下位5個のシ
ステム

指定期間中の平均可用性とCPUおよびメモリ使
用率に基づいた上位および下位のシステム5個
を表示します。

空き領域の使
用率でのSM上
位および下位
10のファイル
システム

指定期間中の空き領域の使用率に基づいて、パ
フォーマンスが上位および下位各10個のファイ
ルシステムを表示します。

SMシステムの
可用性

選択した期間にわたり1時間単位で、監視対象
システムノードの平均可用性を事前定義済みの
しきい値に基づいたヒートマップとして表示し
ます。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

Performance SMシステムの
可用性詳細

選択したノードについて、指定期間中の稼働時
間、ダウンタイム、および可用性のパーセン
テージを示します。選択した期間にわたり1時
間単位で、監視対象システムノードの可用性の
詳細を事前定義済みのしきい値に基づいたヒー
トマップとして表示します。

SMシステムの
例外詳細

CPU、メモリ、実行キュー、スワップ、メモリ
ページアウト率など、リソース使用率に関する
しきい値と、選択したシステムで指定期間中に
見つかったしきい値違反を表示します。

SMシステムの
サービスグ
レードの詳細

選択したノードについて、指定期間中のCPU、
メモリ、実行キュー、スワップ使用率などのリ
ソース使用率に基づきGoSを表示します。

SMシステムの
使用率詳細

選択した各ノードについて、指定期間中の
CPU、メモリ、ネットワーク入出力率、および
ディスク入出力率の使用率をグラフで表示しま
す。

SMファイルシ
ステムの使用
率詳細

パフォーマンスが最良および最悪の各10個の
ファイルシステムについてきめ細かい詳細を表
示します。

動作レポート ノードリソー
ス

選択したノードのパフォーマンスメトリックを
年別、月別、日別、および5分間-(割合データ)
レベルのデータ粒度で表示します。

NRTリソース
使用率

選択したノードと選択したメトリックのリソー
ス使用率の傾向を過去24時間にわたり5分間 (割
合データ) の粒度で表示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

NRTリソース
使用率 -傾向

選択したノードのリソース使用率の傾向を以下
の期間にわたり表示します。

l 過去24時間にわたり5分間 (割合データ) の粒
度

l 過去31日間にわたり時間別 (時間別データ)
の粒度

l 過去3か月間にわたり日別 (日別データ) の粒
度

Virtualized Environment Management
Virtualized Environment Managementレポートは、IT環境にインストールされている
仮想マシン (VM) およびその仮想マシンをホスティングする物理システムに関する
パフォーマンスデータを表示します。

レポートグ
ループ

レポート名 説明

Executive
Summary

SM仮想化のホ
ストインベン
トリ

オペレーティングシステム、モデル、プロセッ
サーアーキテクチャー、CPU速度、CPU数、
ディスク数、使用ネットワークインタフェース
カード数、およびこれらを使用して動作してい
る論理システム数など、物理ノードの主要測定
値を表示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

SM仮想化の論
理システムイ
ンベントリ

IT環境の各物理ノードでホストされる論理シス
テムのインベントリの詳細を表示します。この
レポートは、ノードのオペレーティングシステ
ム、ノードのモデル、CPU速度、CPU数、物理
メモリ、使用されている仮想技術など、物理
ノードのサマリーを表示します。このレポート
は、各ノードについて、そのノード上にホス
ティングされているすべての論理システムと、
VMのオペレーティングシステム、VMの状態、
割り当てられているディスク数およびLAN数、
CPUとメモリの最大/最小エンタイトル数 (量) を
表示します。

SM仮想化の論
理システムパ
フォーマンス
サマリー

選択したすべての論理システムについて、指定
期間中のCPU使用率やメモリ使用率など、パ
フォーマンスの詳細をグラフで表示します。こ
のレポートを使うと、物理ノードと論理システ
ムのCPU使用率を比較できます。また、指定期
間中の論理システムの可用性傾向も表示しま
す。

SM仮想化リ
ソースの停止
予測サマリー

指定のビジネスサービスおよびビジネスビュー
またはノードグループについて、今後30、60お
よび90日以内に、CPUおよびメモリの使用率の
100%しきい値を越えると予測されている物理
システムを表示します。影響を受ける物理シス
テムでホスティングされている仮想マシンも表
示されます。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

SM仮想化の上
位および下位
N論理システ
ム

指定のビジネスサービスおよびビジネスビュー
またはノードグループについて、CPU使用率、
メモリ使用率、可用性、ハイパーバイザタイプ
などの選択した測定値に基づいた上位および下
位N (5、10、20) 個の論理システムを表示しま
す。

SM仮想化の上
位または下位
のNノード

指定のビジネスサービスおよびビジネスビュー
またはノードグループについて、CPUおよびメ
モリの使用率、OSタイプなどの選択した測定値
に基づいた、論理システムをホスティングする
上位および下位N (5、10、20) 個の物理システ
ムを表示します。

SM仮想化の仮
想インフラス
トラクチャイ
ンベントリ

IT環境内の各種仮想技術に関し、ホストとVMの
数、オペレーティングシステムのタイプ別論理
システム数、割り当てられているリソースな
ど、インベントリ詳細をグラフで表示します。
このレポートは、各仮想技術について、ホスト
総数、VMの数と密度、CPU総数、予約されてい
ないCPU数も表示します。

Performance SM仮想化の論
理システムパ
フォーマンス
詳細

指定の期間における、選択したVMの可用性、
CPU使用率、エンタイトルされたメモリ使用率
を表示します。

VMware SM仮想化の
VMware クラ
スタ詳細イン
ベントリ

選択したクラスター内のESXノード、リソース
プール、および論理システムについて、CPUと
メモリの容量、CPUとメモリの制限、CPUとメ
モリの予約量、ディスクの数、ネットワークイ
ンタフェースの数などのインベントリ詳細を表
示します。
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

SM仮想化の
VMware ESX
サーバー詳細
インベントリ

選択したノードの論理システムおよびリソース
プールについて、CPUとメモリの制限、CPUと
メモリの予約量、ディスクの数、ネットワーク
インタフェースの数、仮想CPU数、CPU共有な
どのインベントリ詳細を表示します。

SM仮想化の
VMwareイン
ベントリ

VMwareクラスターおよび非クラスターESXノー
ドのインベントリ詳細を表示します。インベン
トリ詳細には、CPU速度、CPUとメモリの容
量、ノードと論理システムの数、VMの密度、
CPUのコア数、ディスクの数、ネットワークイ
ンタフェースの数などがあります。

SM仮想化の
VMware論理
システムの
CPUボトル
ネック詳細

選択した論理システムについて、指定期間中の
CPU使用率および使用したCPUサイクルを表示
します。この情報を使って、論理システム内の
CPUに関連するボトルネックを特定できます。

SM仮想化の
VMware論理
システムのメ
モリボトル
ネック詳細

選択した論理システムのエンタイトルメモリお
よび物理メモリの平均使用率を表示します。こ
のレポートは、メモリの平均のスワップイン、
スワップアウト、およびオーバーヘッドの比較
を示します。また、平均エンタイトルメモリお
よび平均物理メモリの使用率を比較表示しま
す。

SM仮想化の
VMwareの上
位および下位
NのESXサー
バー

指定のビジネスサービスおよびビジネスビュー
またはノードグループについて、CPU使用率、
メモリ使用率、可用性、ネットワーク入出力
率、スワップ使用率などの選択した測定値に基
づいた上位および下位N (5、10、15、20) 個の
ESXサーバーを表示します。

レポートのハンドブック
第3章: Infrastructure Management
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レポートグ
ループ

レポート名 説明

SM仮想化の
VMwareの上
位および下位
のNの論理シ
ステム

指定のビジネスサービスおよびビジネスビュー
またはノードグループについて、アクティブな
メモリ、CPUおよびメモリの使用率、CPU準備
時間、不可用性などの選択した測定値に基づい
た、ESXサーバーでホスティングされる上位お
よび下位N (5、10、15、20) 個の論理システム
を表示します。

レポートのハンドブック
第3章: Infrastructure Management
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ドキュメントに関するフィードバッ
クの送信
このドキュメントについてコメントがある場合は、電子メールでドキュメント
チームにご連絡ください。このシステムで電子メールクライアントが設定されて
いる場合は、上にあるリンクをクリックすると、表題の行に以下の情報が付いた
状態で電子メールウィンドウが開きます。

レポートのハンドブック (Service Health Reporter 9.40) に関するフィードバック

電子メールにフィードバックを記入して、送信ボタンをクリックしてください。

使用できる電子メールクライアントがない場合は、上記の情報をWebメールクラ
イアントの新しいメッセージにコピーして、フィードバックを
docfeedback@hp.comに送信してください。

お客様からのご意見をお待ちしております。
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